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 この報告書は、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民への説明責任を果た

していくために、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の規定に基づ

き、平成２９年度の教育委員会の事務、主に福津市教育ドリームプランに関して点検及

び評価を行ったものです。 

 また、点検及び評価にあたっては、外部有識者の意見を取り入れ、事業の項目ごとに

４段階の評点を明示しています。 

 今後、さらに点検及び評価のあり方の工夫に努め、これからの教育行政に反映させる

とともに、継続的に事務事業の改善を図ります。 

 

 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規程に

より事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提

出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、全校の点検及び評価を行うにあたっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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１ 福津市教育委員会の事務に関する点検・評価について 

 

１）趣旨 

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が平成２０年４月１日改正施行され、

効果的な教育行政の推進に資するとともに、住民への説明責任を果たしていくため、教

育委員会が事務の管理・執行状況について点検・評価を行い、その結果に関する報告書

を議会に提出し、公表することと規定されました。 

 どのような点検・評価項目を設けるか、また、報告書の様式、議会への報告の方法な

どについては、各教育委員会が実情を踏まえて決定することとされています。 

 福津市では、以下に掲げる項目について点検及び評価を行い、本報告書を作成してい

ます。 

 

２）点検及び評価の対象 

 教育委員会会議の開催及び運営状況、その権限に属する事務の審議状況、また、教育

長及び教育委員会事務局職員に委任された事務について、点検及び評価を行います。 

 

３）実施方法について 

点検及び評価にあたっては、教育委員会会議の開催状況や事務事業の進捗状況等を総

括するとともに、今後の施策の方向性を整理し点検及び評価を行います。また、点検及

び評価については、学識経験を有する者の意見を聴取します。 

 

①自己評価は事業ごとに下記の要領で行います。 

  ◎：明示した目標を十分達成できた 

 ○：期待どおりの成果を得られ、概ね達成できた 

 △：一定の成果を得られたが、不十分である 

  ×：事業を実施できなかった 

 

②上記①により実施した自己評価等を踏まえた学識経験者の意見を聴取します。 

 

③点検及び評価の結果をとりまとめ報告書を作成し、本市のホームページへも掲載しま

す。点検及び評価の結果を踏まえ、次年度以降の教育行政に反映させます。 

 

４）報告書の作成 

①教育行政の点検及び評価の趣旨や方法等の概要について記載します。 
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②教育委員会会議の開催及び運営状況、その権限に属する事務の審議状況や、教育委員

会会議以外の活動状況について、取りまとめて記載します。 

 

③教育委員会の主要施策及び事務事業を項目ごとにまとめ、教育委員会としての自己評

価を記載します。 

 

④外部の学識経験者に、自己点検・評価の内容・方法等にご意見を賜り、次年度以降の

教育行政の事務事業の計画・実施に反映させます。 
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２ 教育委員会の活動状況 

１）総合教育会議の開催状況 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成２７（2015）

年４月１日施行）により、教育委員会制度が改正され、市長と教育委員会との連携の強

化を図るため、市長及び教育委員会により構成する「総合教育会議」が創設されました。 

 原則として毎年３回の会議を行っています。 

 

開催日 議決事項 

７月２５日 福津市教育大綱の策定に向けて（意見交換） 

１０月２４日 福津市教育大綱（案）について 

１月１８日 福津市教育大綱の基本目標より 

①国際交流・グローバル人材の育成について 

②環境保全を進めるための人材育成について 

 

２）教育委員会会議の開催及び運営状況 

 教育委員会会議は、原則毎月１回の定例会を開催しています。また、必要が生じた際

に臨時会を行っています。 

 平成２９年度は定例会１２回、臨時会２回の教育委員会会議を開催し、計４０件の議

案が審議されました。また、議案のほかに協議事項、報告事項に分類し、議論や事務局

との意見交換・情報共有化を行いました。 

 

３）教育委員会の権限に属する事務の審議状況 

○審議案件（４０件） 

教育委員会会議開催日および審議状況 

開催日 議決事項 

４月２６日 福津市ふるさと学習検討委員会設置規程を制定することについて 

 福津市公民館図書室利用規定を廃止することについて 

 福津市中央公民館長規則を制定することについて 

 福津市郷育推進会議委員の委嘱について 

 学校運営協議会委員の任命について 

５月２５日 福津市学校運営協議会規則の一部を改正することについて 

 福津市就学指導委員会委員の委嘱について 

６月３０日 平成２９年度全国学力・学習状況調査の市町村別結果の公表に対する同

意について 

 福津市教育委員会事務局の組織に関する規則を改正することについて 
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 福津市図書館協議会委員の委嘱について 

７月１８日 福津市公民館運営審議会委員の委嘱について 

８月１日 第３地区小学校用教科用図書（道徳）の採択について 

８月２４日 福津市立学校の通学区域に関する規則を改正することについて 

 福津市就学援助規則施行規程を改正することについて 

 非常勤職員（地域活動指導員）を任用することについて 

 福津市体育施設条例施行規則を改正することについて 

 福津市スポーツ推進審議会会議規則を制定することについて 

９月２６日 福津市教育委員会事務局の組織に関する規則等を改正することについ

て 

 福津市立学校職員衛生管理規程を制定することについて 

 福津市就学援助規則を改正することについて 

 福津市就学援助規則施行規程を改正することについて 

１０月２４日 福津市立学校の通学区域に関する規則を改正することについて 

 非常勤職員（特別支援教育支援員）を任用することについて 

１１月２２日 福津市立学校衛生推進者の選任等に関する規程を廃止することについ

て 

 福津市複合文化センター条例施行規則を改正することについて 

 福津市立図書館条例施行規則を改正することについて 

 福津市いじめ問題対策連絡協議会委員及び福津市いじめ防止対策審議

会委員の委嘱について 

１２月２１日 福津市就学援助規則施行規程を改正することについて 

１月１８日 小規模校入学特別認可制度に伴う認定について 

２月２０日 福津市公民館条例施行規則及び福津市複合文化センター条例施行規則

の一部を改正することについて 

 福津市全国大会等出場奨励金交付要綱を制定することについて 

３月２２日 福津市資料参考調査嘱託員規則を改正することについて 

 福津市教育評価委員の設置等に関する規則を制定することについて 

 福津市立小中学校管理規則を改正することについて 

 福津市立幼稚園条例施行規則を改正することについて 

 福津市立就学指導委員会規則を改正することについて 

 福津教育委員会事務局の組織に関する規則を改正することについて 

 福津市教育懇話会規則を改正することについて 

 福津市就学援助規則施行規程を改正することについて 

 非常勤職員を任用することについて 
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○協議案件（２件） 

開催日 議決事項 

４月２６日 平成３０年度使用小学校教科用図書採択に係る教科用図書第３地区

採択協議会委員の推薦について 

１月１８日 平成３０年度福岡教育事務所管内教科用図書調査研究協議会委員の

推薦について 
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３ 事務事業の取組状況と点検及び評価 

 

福津市教育委員会では、毎年、福津市教育ドリームプランを定め、「夢や希望を持ち、

健やかに育つ子ども」の育成をめざし、「行きたい学校、帰りたい家庭、住みたい地域」

を基本理念としながら教育行政を総合的に進めています。 

 本市のコミュニティ・スクールでは、子どもがこれからの時代を生き抜いていくため

に必要な力を身に付けさせ、将来子どもたちが生きる地域の担い手を育てていきたいと

考えています。その中で郷土愛を育み、循環型の地域社会づくりを目指しています。 

 

◇コミュニティ・スクールの充実・深化 

 ＣＳ全校導入７年目を迎え、学校・家庭・地域が連携・共働し、社会総がかりで教育

が進められるよう様々な取組を行いました。 

１）特色ある教育活動推進事業の実施「ふるさと福津」 

 子どもたちの「ふるさと福津」への郷土愛を育み、地域への想いと願いをつなぐ将来

の担い手を育てるために、特色ある教育活動の充実に向けてふるさと学習を支援するこ

とを目的として本事業を実施しました。 

○福津市ふるさと学習検討委員会の開催 

○共通ふるさと学習テーマ、ブロック別学習テーマ検討 

○「ふるさと福津」副読本、指導者用指導案集の作成 

 

２）地域との関わりを大切にした土曜日授業の実施 

 コミュニティ・スクールとして学校・家庭・地域が連携・共働した教育活動を一層推

進させること、また教育課程を弾力的に運用させること等の観点から小・中学校では年

５回の土曜日授業を実施しました。 

 

３）コミュニティ・スクールフォーラムの開催 

 学校運営協議会の活性化に向けて学校運営協議会委員の資質向上と学校運営協議会

の運営改善を目的として保護者や地域住民、行政等が参加し、コミュニティ・スクール

の推進や地域で育てる子どもたちについて、互いに語り合う「福津市コミュニティ・ス

クールフォーラム」を開催しました。 

 

４）中学校ブロックにおけるコミュニティ・スクール研究発表会の開催 

 コミュニティ・スクールを基盤とした教育活動の充実を図るために、中学校ブロック

におけるコミュニティ・スクールの取組や研究について教職員・保護者・地域住民等へ

公開をする「コミュニティ・スクール研究発表会」を開催しました。 
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◇学校運営体制の支援と学力向上の推進 

Ⅰ学校運営改善の支援 

５）中学校ブロックの連携の視点からの管理職研修会等の実施 

 管理職等研修会においては、小小連携、小中連携を図り、教育課題の解決に向けて研

修を進めました。子どもたちの９年間の学びや育ちを支えるために、地域の力を学校運

営へ注ぎ込むことができるよう、中学校ブロックごとに校長と地域代表者との意見交換

を通して学校と地域の連携・共働の推進を図りました。 

 

６）学校・家庭・地域の結びつきを強める学校評価の充実 

 本市の学校評価方針に基づき、学校が保護者や地域住民と目標（子ども像）を共有し、

地域の人々と一体となって子どもたちを育てていくために、各学校において実効性のあ

る学校評価（自己評価、学校関係者評価）となる研修を行いました。 

 学校・家庭・地域をつなぐ小中連携ができるよう、中学校ブロック合同学校運営協議

会やＣＳ報告会を開催し、目指す子ども像等についての説明やその検証を行い、学校運

営の改善に向けての協議の場を位置づけました。 

 

Ⅱ学力向上検証・改善と授業力の向上 

７）学力向上の取組の指導・支援 

１．福津市学力向上推進会議の設置 

 平成２５年度に策定した「福津市学力向上スタンダード」を機能させるために、教頭

研修会の場を「福津市学力向上推進会議」として位置づけ、福津市学力向上スタンダー

ドの定着状況の共有および改善案の検討を行いました。 

 

２．福津市小・中学校統一学力テストの実施 

 小・中学校において、基礎基本および活用力の定着状況を把握し、授業改善に活かす

ために福津市立小・中学校全児童生徒を対象とした福津市統一学力テストを実施しまし

た。 

 小学校：平成３０年１月１１日～１７日 

 中学校：平成２９年４月１３日 

 

３．学級集団アセスメント事業（ＱＵテスト）の実施 

 学級担任および教科担任等が学級集団の状況や児童・生徒の課題等を客観的に分析し、

学級集団の改善策や個別の支援策を検討し、実践・検証を行うことを目的にＱＵテスト

を実施しました。このテストが各学校において効果的に実施・活用されるように、福津

市ＱＵ活用推進計画のもと、校内ＱＵ研修を実施しました。また、ＱＵ活用担当者研修
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会を開催しました。 

 

８）各種研修会の実施 

１．管理職等研修会の実施 

 管理職をはじめ、主幹教諭・教務主任などの管理職を支える教職員が教育内容の質的

向上を図るために学び合う場を設け、平成２９年度はコミュニティ・スクールの充実お

よび学力向上を促進する研修会を以下のように実施しました。 

（１）主にコミュニティ・スクールの充実に係ること 

・地域の代表者を交えた熟議の場を設定した研修 

・学校運営協議会委員・校長・教頭による学校運営の成果や課題を説明する「コミュニ

ティ・スクール報告会」の開催 

（２）主に学力向上の推進に係ること 

・各校における福津市スタンダードの取り組み状況を把握するため学校を会場とする

教頭研修会、教務主任等研修会の開催 

・中学校区における学力向上の効果ある取組の共有 

 

２．各種研修会・協議会の実施 

教職員のキャリア・ステージに応じた授業改善や新学習指導要領の方向性を踏まえた 

研修を実施しました。いじめ・不登校支援、特別支援教育、人権・同和教育、情報教育

等の担当者及び栄養教諭・学校栄養職員等に対して、推進体制の整え方や指導計画のつ

くり方、指導支援の在り方などについて研修を行いました。また、平成２９年度はふる

さと学習研修会や、英語教育担当者研修会を実施しました。 

 

９）定期学校・園訪問の実施 

校長、園長がめざす子どもの姿の実現に向けて、教育内容や学校組織等の質的向上を 

図ることができるように実施しました。 

 市教育委員会による学校訪問では、各学校は教育活動の状況について以下の内容につ

いて必ず説明をするようにしています。 

 ○学力向上の取組（全国学力・学習状況調査・県学力調査） 

 ○いじめ・不登校の未然防止の取り組み（ＱＵテストの活用） 

 ○地域資源の活用による特色ある教育活動カリキュラム 

 

◇教育環境の整備 

１０）少人数指導の拡大・充実 

 学習を進めたり生活していく上で、学校の課題や状況に応じた、きめ細かな指導を充

実させるため、小学２年生の３５人学級制や少人数教育のための市非常勤講師を配置し
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ました。 

 

１１）施設・設備の維持管理 

 学校・園内外の施設・設備を維持・管理するため、校舎増築、校舎・園舎、プール等

施設の改修を実施しました。また、各学校や園において必要な教材・教具や消耗品、備

品、図書等の購入にかかる費用を確保し、定期的な安全点検や管理を徹底しました。 

 

１２）指導員・支援員等の配置 

 学校や園に行きたくても行けない子どもや、通常学級における一斉指導等の場面にお

いて学習を進めることが困難な子どもに対して、個別の支援を充実させるために、以下

のように指導員等を配置したり、派遣したりして指導支援を進めました。 

 

○教育指導員の配置 

 子どもや保護者、教職員の教育相談への対応、及び訪問指導を行う 

○福津市適応指導教室指導員の配置 

 学校に行けない子どもに対しての学習指導や生活指導を行う 

○特別支援教育支援員の配置 

 特別支援教育の充実の観点から学習指導や生活指導の指導支援を行う 

○日本語指導ボランティアの派遣 

 外国籍の児童・生徒が在籍する小・中学校を対象に指導支援を行う 

○ＳＣ、ＳＳＷの配置 

 いじめや不登校等の問題に対する支援を行う 

○ＩＣＴ支援員の配置 

 パソコン、情報機器等の整備、捜査支援を行う 

 

１３）小規模校入学特別認可制度の実施 

 勝浦小学校の児童数を確保し、勝浦地区の自然や伝統文化を活かした地域ぐるみによ

る勝浦小学校の教育を未来につなげていくために、校区外に住んでいても勝浦小学校に

通学できる「小規模校入学特別認可制度」を継続して実施しました。 

 

１４）就学・園援助・奨励の実施 

 家庭、その他のさまざまな事情、状況によって就学が困難な家庭や、市立幼稚園に就

学する保護者や設置者に対して、次のような援助や奨励に必要な予算の確保に努めまし

た。 

○要保護・準要保護児童生徒就学援助 

 保護者の申請に基づき、教育に係る費用の一部を援助する。 
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○特別支援教育就学奨励 

 子どもが特別支援学級に在籍する家庭に対して、保護者の申請に基づき教育に係る費

用の一部を援助する。 

○私立幼稚園就園奨励 

 市立幼稚園に在籍する家庭に対して、保育に係る費用の一部を援助する。 

 

◇生涯学習の充実、地域・家庭の教育力向上 

１５）郷育カレッジと学校との連携 

 子どもたちの学習体験の場を広げることを目的として、またコミュニティ・スクール

と地域の連携を深めるため、地域の「ひと・もの・こと」を生かして講座を実施してい

る郷育カレッジの講師を体験活動の講師として紹介しました。また、児童生徒と郷育カ

レッジ受講生（地域の皆さん）が触れ合える郷育カレッジの講座を各学校で実施するた

め、福間東中学校（ＥＪＣ）と津屋崎中学校（ＧＩＴ）に郷育カレッジの講師を派遣し

ました。さらに郷育カレッジ公開講座として、市内３中学校による合同演奏会を実施し

ました。 

 

１６）地域の教育力向上の支援 

○青少年育成市民の会の実施 

 次代を担う青少年の健全育成や彼らを取り巻く環境浄化を市民全員で取り組むため、

市内の十数の市民活動団体の参画をいただきながら当会の目的達成のため、様々な意

見・情報の交換会を開催しました。 

 

○各小学校区モデル子ども会情報交換会の開催 

 毎年、小学校区ごとに単位子ども会を１団体指定し、地域の子ども会の模範となる活

動を企画・立案・実施してもらうための情報交換会を開催しました。 

 

○みまもり活動の充実（青少年指導委員会との連携） 

 小・中学生の登下校時の安全確保や不審者対策としての地域パトロール活動を青少年

指導委員会と連携・協力しながら実施しました。 

 

○成人式及び実行委員会の支援 

 新成人の門出を祝し、今後の活躍を期待して新成人で組織される実行委員会で企画・

立案・運営される「成人式」の開催を支援しました。 

 

１７）家庭の教育力向上の支援 

○ＰＴＡ研修会等の支援 
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 市内１０校の小・中学校ＰＴＡが家庭の教育力向上のために開催される各種研修会に

対して、青少年育成市民の会を通じて、補助金を交付しました。 

 

○早寝・早起き・朝ごはん活動等の推進 

 子どもたちの生活リズム向上のため、市内の保育園児・幼稚園児・小学生を対象に「早

寝・早起き・朝ごはん運動」や「ノーテレビ・ノーゲームチャレンジ活動」を推進し

ました。 

 

◇子どもの体験活動の充実 

１８）松本市との小学生交流事業の実施 

 福津市・宗像市と長野県松本市の小学生が交流し、文化・環境・生活習慣の異なる地

域の子どもたちと共に生活をすることを通して、子どもたちの健全育成（意欲・規範意

識・自尊感情・体力等の向上）を図り、ふるさと福津・宗像を見つめなおし、幅広く柔

軟な考えを持った次世代層を育てると共に、生きた都市間交流をすることを目的として

実施しました。 

 事前研修では、福津・宗像のふるさと学習及び集団活動の研修、本研修では松本市の

雪山体験や松本市の子どもたちとの交流活動、事後研修では「青年のつどい」で研修報

告を行い、子どもたちの主体性を育てました。 

 

１９）通学合宿の支援 

 子どもたちの基礎的な生活習慣の定着や自主性・協調性・自尊感情の高揚を目的に地

域通学合宿事業を支援しました。通学合宿中、子どもたちは地域の公民館で寝食をとも

にしながら、小学校に通います。 

 

２０）アンビシャス広場の支援 

 児童の放課後、休日、祝日における安心・安全を確保するとともに、子どもの居場所

づくりと年齢に応じた様々な体験をする機会を提供するため、地域全体で子どもを見守

るアンビシャス広場の環境づくりを支援しました。また、アンビシャス広場未開設の地

域に開設を働きかけます。 

 

２１）青少年のつどいの開催 

 市民の模範となる善行や青少年の健全育成に長年貢献された市民をはじめ、文化・芸

術・スポーツなどの分野で顕著な活躍をした青少年を対象とした「全校者表彰・特別表

彰」の式典を毎年２月に「青少年のつどい」として開催しました。 

 

２２）青少年育成団体の支援 
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○子ども会、子ども会育成会連合会への支援 

 市内に約６０組織されている子ども会の活動に対し、市子ども会育成会連合会を通し

て、財政面はもちろん、アドバイスなどの人的な部分も含めて支援しました。特に、

子ども主体の子ども会活動の実現に向けてジュニア・リーダーなどの人材育成に力を

注ぎました。 

 

○少年の翼の支援 

 宗像地域の小・中学生を対象とした「宗像少年の翼」の県外研修に対し、宗像市と協

力して財政的支援を行いました。 

 

◇スポーツ文化芸術活動の充実 

２３）市民スポーツ活動の充実 

 スポーツ事業に参加・体験することで体力向上、生涯スポーツ推進のきっかけとなり、

またボランティアとしての運営に協力・参加することで地域との交流にも繋がりました。 

○新体力テストの支援 

 スポーツ推進委員が小学校で行う体力測定の支援 

○成人祝賀駅伝の開催 

 地域や学校から選手やボランティアとして参加することにより、地域・異年齢間での

市民交流を促進 

○海洋スポーツ体験活動の実施 

 カヤックやヨットなどの海洋スポーツ体験をはじめ海を取り巻く環境問題、宗像地域

の海と人との歴史的なつながりなどを学習することで、郷土への誇りや共生すること

の大切さを体感させる 

○チャレンジランキング in ふくつの実施 

 スポーツ推進委員と中学生ボランティアの協力により、市民・小学生の体力測定を実 

施 

 

２４）文化芸術活動の充実 

 文化芸術活動の充実に向けて、以下の事業を支援し実施しました。 

○伝統文化継承活動の支援 

○市内３中学校吹奏楽部合同演奏会の開催 

○図書館・読書活動の充実 

○本物の芸術を鑑賞する機会の充実 

○世界遺産・文化財に係る情報発信 
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平成２９年度 重点事業シート 

１）２）３）４） 

事業名 コミュニティ・スクール推進

事業費（学校運営協議会事

業） 

H29 決算 2,863,990 円 

目的等 コミュニティ・スクールを推進する。 

事業内容 ○地域住民や保護者等の意見を学校運営に反映させる仕組みとして設

置している学校運営協議会の活動を支援することにより、学校と地域

住民等が力を合わせて行う学校運営「地域とともにある学校」として

特色ある学校づくりを進める。 

成果目標 学校運営協議会の運営を支援する。 

Ｈ２９年

度の成果

等 

○コミュニティ・スクールの充実・深化を図るため、コミュニティ・

スクール研究発表会の開催、コミュニティ・スクールフォーラムの開

催、「ふるさと福津」副読本の作成を実施した。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ふるさと福津』学習副読本 

作成委員会（年間４回開催） 

【メンバー】 

○学識者 福岡教育大学附属福岡小学校長 

○各学校主幹教諭 

○指導主事 

特色ある教育活動推進事業『ふるさと福津』学習副読本 
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今後の方

向性等 

○コミュニティ・スクール全校導入から７年目の充実期を迎え、熟議

と共働の充実を図ってきた。中学校ブロックでの９年間の子どもの育

ちや、目標像を通して小中連携を図り、地域全体で子どもたちを支え

る仕組みが確立されつつあり、今後はこれをさらに発展させていく必

要がある。 

○コミュニティ・スクール発展期である「学校を核とした地域づく

り」を推進するために、地域学校協働本部の構築に向けた調査研究を

進める。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ◎ 

各小中学校に設置されている学校運営協議会を通して、地域住民等との連携・共働

による学校運営により特色ある学校づくりが推進された。 

 

 

  

 
共通カリキュラム 小３年 社会科 「わたしたちの市はどんな所」 

～調べよう！福津市の様子～ 

共通カリキュラム 小４年 社会科 「郷土の発展に尽くした井原権六」 

共通カリキュラム 小５年 道徳 国文学の父「八波 則吉先生」 

共通カリキュラム 小５年 道徳 「伝えていくもの」 

 

共通カリキュラム 小６年 社会科 「伝えよう！宗像・福津の世界遺産」 

共通カリキュラム 中１年 総合的な学習の

時間 

「福津の環境保全活動を調べよう」 

共通カリキュラム 中２年 道徳 「津屋崎千軒の街並み」 

共通カリキュラム 中３年 社会科（公民） 「日本の社会保障制度と福津の定礼」 
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平成２９年度 重点事業シート 

１０） 

事業名 少人数学級設置事業費（少人

数学級設置事業） 

H29 決算 11,690,945 円 

目的等 児童生徒の個に応じたきめ細やかな支援を行うことで、児童生徒がよ

り安定した学校生活を送れるようにする。 

事業内容 ○少人数学級、チームティーチング、習熟度別少人数指導など学校の

課題や状況等に応じてきめ細やかな指導を行うことができるよう支援

教員（非常勤講師）を配置する。 

成果目標 少人数教育支援員を各学校に配置する。 

Ｈ２９年

度の成果

等 

○支援教員が配置された学校では、課題別学習や習熟度別学習による

少人数指導、チームティーチング指導、教育的支援が必要な児童生徒

に対する学習指導、生徒指導など個に応じたきめ細やかな支援を行う

ことができた。 

○平成２８年度、平成２９年度の配置校は、神興小学校、福間南小学

校、津屋崎小学校、福間中学校、福間東中学校、津屋崎中学校の６校

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

今後の方

向性等 

○１学級３５人以下の学級編成を行うために必要な講師の確保が厳し

い状況に鑑みて、学力向上や教育の質を高める少人数教育の推進にお

いて、少人数学級編成のみならず、チームティーチング、習熟度別少

人数指導など学校の課題や状況等に応じてきめ細やかな指導を行うこ

とができるよう、学校サポート体制を充実させる必要がある。 

○学校の課題や状況等に応じた課題解決に必要な少人数教育の方法を

選択できる仕組みとして、各小中学校に少人数教育支援員を配置す

る。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 △ 

小学校において全校設置が達成できなかった。 

 

  

少人数教育支援教員の配置状況

28年度 29年度

小学校 3人 3人

中学校 3人 3人

合計 6人 6人
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平成２９年度 重点事業シート 

１１） 

事業名 小学校校舎施設整備事業費 

（小学校施設大規模改造事業） 

H29 決算 370,786,318 円 

目的等 学校施設の整備(改修、改築)工事等を行うことで、施設の安全性の確保

や効率的な施設運用を図る。 

事業内容 ○上西郷小学校 上水道接続工事・設計他 

○福間小学校  改築工事・監理・物流 

○津屋崎小学校 プール濾過機更新、登棒更新 

◇体育館天井等点検（神興、福間南、勝浦） 

 

成果目標 小学校施設の老朽化、児童の急増に対して、安全・安心の確保と教室数

の確保に取り組む。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

○福間小学校において改築工事の契約締結後工事に着手した。工事中は

賃借料として仮設校舎(児童は夏休みに仮設校舎へ引っ越し、物流業務

を実施)を設け、委託料として設計管理を実施し平成 30 年 12 月竣工に

むけ工事を進めていく。 

○上西郷小学校においては井戸水を使用していたが、上水道本管が通っ

たため、委託料として設計業務と、引き込み工事を実施した。 

津屋崎小学校においては、老朽化が著しいプール濾過機、及びのぼり棒

の取り換え工事を実施した。 

○また、災害時には避難所にもなる、神小、南小、勝小の体育館天井等

の点検調査業務を実施した。 

今 後 の 方

向性等 

○福間小、福間南小、津屋崎小においては児童が急増しており教室の確

保が課題となっている。また建築年数が古い施設が多く、老朽化に伴う

改修工事が必要となっている。 

○急激な児童増や、施設の老朽化に対し、安全性の確保や快適な教育環

境を整備していくために、教育部内をはじめとした庁内の連携を密にし

て、人口推計に基づく計画的な改修計画が求められる。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ◎ 

福間小改築工事では継続して事業を進めている。他の工事においても計画的におこな

った。 
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平成２９年度 重点事業シート 

１１） 

事業名 小学校給食施設整備事業費

(小学校給食施設整備事業) 

H29 決算 4,401,194 円 

目的等 安定した給食提供を実施する環境を整える。 

事業内容 ○福間南小、福間小の学級数増加に伴う、小学校給食用消耗品(トレ

イ、箸、スプーン等)、備品(食器消毒保管機、学級運搬車等)の給食環

境整備。福間小児童数の増加に伴う給食室の配置見直し設計委託。 

成果目標 安心安全な給食を安定的に提供する。 

Ｈ２９年

度の成果

等 

○福間小学校、福間南小学校の児童数増加に伴い、厨房具を新たに購

入するなどし、給食提供の環境を整えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の方

向性等 

○給食調理の現場においては、限られた時間内で「学校給食衛生管理

の基準」に沿った安全性が確保された安心な給食を提供する必要があ

る。 

○児童数の増加に比例する給食実施数の増加に伴い、厨房機器等の配

置見直しが必要となる。 

○各学校配置の栄養教諭等と連携し、厨房機器の耐用年数や使用状態

などを確認した上で、児童数の増加に対応できるよう現場の状況に適

した厨房機器の入れ替えを計画的に行う。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ○ 

児童数、学級数の増加に伴う対応を行った。 

給食実施数（職員等含む） （毎年5月1日）

学校名 27年度 28年度 29年度

福間小 657 700 795

福間南小 816 1,060 1,195

神興小 307 311 310

神興東小 603 582 549

上西郷小 136 145 151

津屋崎小 785 817 847

勝浦小 85 94 101

合計 3,389 3,709 3,948
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平成２９年度 重点事業シート 

１１） 

事業名 小学校学習環境整備事業費

（小学校学習環境整備事業） 

H29 決算 16,661,218 円 

目的等 学習備品を整備することで、児童の適正な学習環境を確保する。 

事業内容 ○教育環境を整備、充実させる。福間南小、津屋崎小、福間小の児童

数及び学級数増加に伴う、小学校備品の整備。 

成果目標 不足する机、いす等の学校備品を購入し学習環境を整える。 

Ｈ２９年

度の成果

等 

○児童数及び学級数が増加している福間小学校、福間南小学校、津屋

崎小学校に、不足する机、いす等の学校備品を購入し学習環境を整備

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の方

向性等 

○増加する児童数（見込）による教室確保にあわせ、不足する机やい

す等の学校備品を整備する必要がある。 

○小学校の児童数増加による教室整備にあわせ学習環境整備を進め

る。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ○ 

児童数、学級数の増加に伴う対応を行った。 

 

  

児童数（５月１日現在）の推移

27年度 28年度 29年度 30年度
(7) (9) (11) (10)

274 279 277 245
(1) (2) (2)

119 125 130 134
(8) (13) (26) (29)

616 662 751 868
(8) (10) (8) (13)

563 542 542 526
(9) (10) (18) (26)

851 994 1127 1269
(20) (27) (37) (46)
744 775 798 846

73 81 87 83
(53) (69) (102) (126)

3240 3458 3712 3971

注）　（　）は特別支援学級児童・生徒数で内数とする。

福間小学校

神興東小学校

福間南小学校

神興小学校

上西郷小学校

津屋崎小学校

勝浦小学校

合　　計
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平成２９年度 重点事業シート 

１１） 

事業名 小学校学習環境整備事業費 

（小学校学習環境整備事業） 

H29 決算 58,985,280 円 

目的等 施設改修を実施することで、児童の適正な学習環境を確保する。 

事業内容 ○福間南小学校 ﾘｰｽ校舎及び職員室設置・設計監理、運動場拡張 

○福間小学校  管理棟改修工事、ｻｲｸﾙ扇設置 

成果目標 小学校施設において快適な学習環境を確保するために改修工事に取り

組む。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

○福間南小学校では、児童増に対応したリース校舎の設計・監理、及び

運動場の拡張工事を実施した。 

○福間小学校においても児童増に対応できるように職員室の拡張、校長

室の移設、教室の確保工事とあわせてサイクル扇設置工事を実施し、児

童の快適な学習環境を確保した。 

今 後 の 方

向性等 

○福間小、福間南小、津屋崎小においては児童が急増しており教室の確

保が課題となっている。また児童の快適な学習環境を確保するために施

設改修を実施する必要がある。 

○急激な児童増に対し、快適な教育環境を整備していくために、教育部

内をはじめとした庁内の連携を密にして、人口推計や計画的な改修計画

が求められる。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ◎ 

福間南小、福間小とも計画的に事業を進めた。 
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平成２９年度 重点事業シート 

１１） 

事業名 中学校校舎施設整備事業費 

（中学校施設大規模改造事業） 

H29 決算 24,851,880 円 

目的等 学校施設の整備(改修、改築)工事等を行うことで、施設の安全性の確保

や効率的な施設運用を図る。 

事業内容 ○福間東中学校 排水設備工事・設計 

○福間中学校  整備基本設計 

◇体育館天井等点検（福間、福間東） 

成果目標 中学校施設の老朽化、生徒の急増に対して、安全・安心の確保と教室数

の確保に取り組む。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

○福間東中において浄化槽を撤去し公共下水道へ接続させる設計及び

工事を実施した。 

○福間中学校においては教室数確保及び施設の老朽化のための改築工

事に向けた基本設計を実施した。 

○また、災害時には避難所にもなる、福間中、福間東中の体育館天井等

の点検調査業務を実施した。 

今 後 の 方

向性等 

○福間中においては生徒が急増しており教室の確保が課題となってい

る。また建築年数が古い施設が多く、老朽化に伴う改修工事が必要とな

っている。 

○急激な生徒増や施設の老朽化に対し、安全性の確保や教育環境を整備

していくために、教育部内をはじめとした庁内の連携を密にして、人口

推計や計画的な改修計画が求められる。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ◎ 

福間中は継続的な事業で、計画通り基本設計が完了した。福間東中も計画的に工事を

進めた。 
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平成２９年度 重点事業シート 

１１） 

事業名 中学校学習環境整備事業費 

（中学校学習環境整備事業） 

H29 決算 478,440円 

目的等 施設改修を実施することで、児童の適正な学習環境を確保する。 

事業内容 ○福間中学校  サイクル扇設置 

成果目標 中学校施設において快適な学習環境を確保するために改修工事に取り

組む。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

○福間中学校において、教室増、特別支援学級増に対し学習環境を整備

するために、サイクル扇を設置した。 

今 後 の 方

向性等 

○福間中においては生徒が急増しており教室の確保が課題となってい

る。また生徒の快適な学習環境を確保するために施設改修を実施する必

要がある。 

○急激な生徒増に対し、快適な教育環境を整備していくために、教育部

内をはじめとした庁内の連携を密にして、人口推計や計画的な改修計画

が求められる。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ◎ 

計画的に工事を進めた。 
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平成２９年度 重点事業シート 

１１） 

事業名 中学校学習環境整備事業費

（中学校学習環境整備事業） 

H29 決算 4,573,451 円 

目的等 ○学習備品等を整備することで、生徒の適正な学習環境を確保する。 

事業内容 ○教育環境を整備、充実させる。福間中の生徒数及び学級数増加に伴

う、中学校備品の整備、福間東中職員室エアコン更新。 

成果目標 不足する机、いす等の学校備品を購入し学習環境を整える。 

Ｈ２９年

度の成果

等 

○福間中学校の生徒数及び学級数が増加していることに伴い、不足す

る机、いす等の学校備品を購入し学習環境を整備した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の方

向性等 

○増加する生徒数（見込）による教室確保にあわせ、不足する机やい

す等の学校備品を整備する必要がある。 

○生徒数増加による教室整備にあわせ学習環境整備を進める。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ○ 

児童数、学級数の増加に伴う対応を行った。 

 

 

 

  

生徒数（５月１日現在）の推移

27年度 28年度 29年度 30年度
(1) (2) (2) (8)

589 606 669 702
(1) (4) (3) (5)

525 509 478 494
(5) (5) (10) (15)

365 364 383 376
(7) (11) (15) (28)

1479 1479 1530 1572

注）　（　）は特別支援学級児童・生徒数で内数とする。

津屋崎中学校

合　　計

福間中学校

福間東中学校
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平成２９年度 重点事業シート 

１１） 

事業名 中学校給食施設整備事業費

（中学校給食施設整備事業） 

H29 決算 3,279,982 円 

目的等 安定した給食提供を実施する環境を整える。 

事業内容 ○福間中の学級数増加に伴う、中学校給食用消耗品(トレイ、箸、スプ

ーン等)、備品(ガス調整機、学級運搬車、ガス式立体炊飯器等)の給食

環境整備。 

成果目標 安心安全な給食を安定的に提供する。 

Ｈ２９年

度の成果

等 

○福間中学校の生徒数増加に伴い、厨房具を新たに購入するなどし、

給食提供の環境を整えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の方

向性等 

○給食調理の現場においては、限られた時間内で「学校給食衛生管理

の基準」に沿った安全性が確保された安心な給食を提供する必要があ

る。 

○福間中学校の生徒数及び学級数の増加に伴う、給食提供の施設整備

については、校舎建替計画における給食室整備のほか厨房機器の入れ

替えを行う必要がある。 

○校舎建替計画における給食室が整備されるまでの間においては、厨

房機器の耐用年数や使用状態などを確認した上で、生徒数の増加に対

応できるよう現場の状況に適した厨房機器の入れ替えを行い、安定的

に給食を提供する。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ○ 

生徒数、学級数の増加に伴う対応を行った。 

 

 

給食実施数（職員等含む） （毎年5月1日）

学校名 27年度 28年度 29年度

福間中 629 642 710

福間東中 560 545 504

津屋崎中 387 384 400

合計 1,576 1,571 1,614
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平成２９年度 重点事業シート 

１２） 

事業名 教育相談事業費（教育相談事

業） 

H29 決算 11,891,887 円 

目的等 児童生徒の不登校やいじめ等の生徒指導上の諸問題の解決を図る。 

事業内容 ○小学校、中学校において教育相談体制の充実及び強化を図るために、

教育相談員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど

の専門スタッフを配置し、児童、生徒、教職員、保護者に対して、助言、

指導を行い、学校教育活動を支援する。 

成果目標 専門スタッフを配置（増員）する。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 後 の 方

向性等 

○いじめや不登校に関して、きめ細やかな継続的な支援を行っていくた

めには、早期対応と継続的指導の充実や地域・家庭、関係機関等との密

接な連携を継続的に図っていく必要がある。 

○教育相談件数も増加傾向にあり、引き続き、相談体制を確保していく

必要がある。 

小学校 中学校 小学校
解消

復帰

改善
中学校

解消

復帰

改善
小学校 中学校

H25 4 3 9 (1) 17 (1) 2971 1461
H26 5 7 24 (4) 34 (5) 3098 1465
H27 8 14 31 (9) 42 (9) 3243 1479
H28 10 12 28 (12) 42 (19) 3461 1479
H29 12 43 19 (11) 62 (26) 3716 1530

いじめ 不登校 児童生徒数

教育相談件数
28年度 29年度

相談件数 282 375

不登校の解消率（不登校の児童生徒の内、解消・復帰・改善した者の割合）　　【％】
H25 H26 H27 H28 H29

小学校 11.1 16.7 29.0 42.9 57.9
中学校 5.9 14.7 21.4 45.2 41.9

0

10

20

30

40

50

60

70

H25 H26 H27 H28 H29

小学校

中学校

SC、SSW、家庭児童相談員、発達

支援センター、適応指導教室、主任

児童委員等関係機関との連携で、

解消率が高くなっている。
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○学校と関係諸機関（スクールカウンセラー、スクールソーシャルワー

カー、家庭児童相談員、発達支援センター、適応指導教室指導員、主任

児童委員等）で構成する「福津市いじめ・不登校等支援連絡会議」にお

ける支援体制を強化するとともに、人員の確保等、相談支援体制の拡充

を検討する。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ○ 

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなどの専門家による相談機能を

充実させる必要がある。 
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平成２９年度 重点事業シート 

１４） 

事業名 小学校教育振興費（小学校要

保護及び準要保護就学援助支

援事業） 

H29 決算 30,149,414 円 

目的等 保護者に対する経済的支援により児童生徒の就学環境を整える。 

事業内容 ○経済的理由によって、就学困難な児童に対し、就学に必要な経費の一

部を援助し、義務教育の円滑な実施を図る。 

成果目標 就学援助費を支給する。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入学児童生徒学用品費の単価を引き上げる増額改定を行った。 

 

 

 

 

 

 

今 後 の 方

向性等 

○就学援助制度の周知方法や支給時期等の運用方法について、他市の状

況も調査研究し改善する必要がある。 

○制度の周知徹底を図る必要がある。 

○就学援助のうち小・中学新１年生を対象に支給している「新入学児童

生徒学用品費」については、平成 30 年度から支給時期を 9 月から 4 月

に変更する。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ○ 

必要な経済的支援を行なった。 

 

 

準要保護児童援助 （各年度7月末現在比較）

27年度 28年度 29年度

認定世帯数 302 306 305

認定児童数 409 414 414

要保護児童援助

27年度 28年度 29年度

認定児童数 4 6 6

新入学児童生徒学用品費の状況

28年度 29年度 増額 28年度 29年度

小学校１年 20,470円 40,600円 20,130円 56 63

対象
単価 認定児童数
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平成２９年度 重点事業シート 

１４） 

事業名 中学校教育振興費（中学校要

保護及び準要保護就学援助支

援事業） 

H29 決算 27,328,129 円 

目的等 保護者に対する経済的支援により児童生徒の就学環境を整える。 

事業内容 ○経済的理由によって、就学困難な生徒に対し、就学に必要な経費の一

部を援助し、義務教育の円滑な実施を図る。 

成果目標 就学援助費を支給する。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入学児童生徒学用品費の単価を引き上げる増額改定を行った。 

 

 

 

 

 

 

今 後 の 方

向性等 

○就学援助制度の周知方法や支給時期等の運用方法について、他市の状

況も調査研究し改善する必要がある。 

○制度の周知徹底を図る必要がある。 

○就学援助のうち小・中学新１年生を対象に支給している「新入学児童

生徒学用品費」については、平成 30 年度から支給時期を 9 月から 4 月

に変更する。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ○ 

必要な経済的支援を行なった。 

 

 

準要保護生徒援助 （各年度7月末現在比較）

27年度 28年度 29年度

認定世帯数 207 206 213

認定生徒数 226 231 242

要保護生徒援助

27年度 28年度 29年度

認定生徒数 3 6 4

新入学児童生徒学用品費の状況

28年度 29年度 増額 28年度 29年度

中学校１年 23,550円 47,400円 23,850円 76 85

対象
単価 認定生徒数
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平成２９年度 重点事業シート 

１５） 

事業名 カレッジ講座運営事業費（カ

レッジ講座運営事業） 

H29 決算 1,395,573 円 

目的等 地域や自分たちの住んでいるところ、ふるさとに学び育てられ、それ

をみんなで教え育てていく。 

事業内容 ○生涯学習講座「郷育カレッジ」を開催するもの。 

○７月にカリキュラムを広報に折り込み、８月に開講記念イベントの

「ＧＯ！いくフェスタ」を開催。８月から３月までに約９０講座を開

催し、市民の受講希望者を募り、振り分け、開催後、その取得単位に

より表彰するなどする。 

成果目標 ・合計 93講座を着実に開催する。 

・参加者の受講満足度を高める。 

Ｈ２９年

度の成果

等 

○郷育カレッジでは、福津の「ひと、もの、こと」を題材に、ふるさ

と、健康福祉、環境、生きがいなど１０分野で講座を開設し、郷育の

理念である「郷によって育てられ、また皆で郷を育てていく姿」が広

く市民に浸透していくことを目指した。また、前年１０月から講座カ

リキュラムを郷育カレッジ運営委員１２名と編成してきた。受講生目

線、市民目線を取り入れた結果、参加者の受講満足度は４．５点（５

点満点）と高い数値を得られた。 

 

・講座開催実績 

「郷育カレッジ講座一覧」に掲載する【通常講座】と郷育カレッジ生

以外の方でも参加ができる【公開講座】を開催した。 

期間：平成２９年８月～平成３０年３月 

講座数：９３講座（うち６講座中止） 

登録者数：１、７７０人 

延べ参加者数：２、０１６人 

 

・出前講座開催実績 

地域で活動する１０人以上のグループを対象に郷育カレッジの啓発を

目的に行う場合とコミュニティ・スクールの一環で学校と連携する場

合に講師の派遣を行った。 

期間：平成２９年４月～平成３０年３月 

開催数：９回       

延べ参加者数：８７６人 
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今後の方

向性等 

○郷育カレッジの特徴の１つである循環型の総合学習という点では、

受講生が講師になるケースが全体の２割と現状維持にとどまってい

る。地域で活躍する人材の育成という意味でも、ボランティアとして

まちづくりに参画する市民を育成しながら、指導者としても活躍でき

る人材の育成を目指していきたい。 

○「学ぶひと」から「教えるひと」へ育てるために、様々な研修の場

や取り組みを設け、学んだ経験や成果を発表する活動の充実を図って

いく。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ◎ 

一部インフルエンザの影響等により中止した講座もあったが、概ね予定どおりの講

座数、延べ参加者数に達した。また、受講満足度も高い数値が得られた。 
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平成２９年度 重点事業シート 

１９） 

事業名 通学合宿実行委員会活動支

援事業費（通学合宿実行委

員会活動支援事業） 

H29 決算 101,000円 

目的等 小学生が団体生活を通して協調性や自主性を養う。 

事業内容 ○教育力向上福岡県民運動アクションプランⅠ「実体験を重視した教育

を推進しよう」を具現化する取り組み。 

○実行委員会を設置し、小学校１年生から６年生までの２０名程度を対

象に、地域の公民館等を利用して、概ね４泊５日程度の日数で、学校外

の下校から登校までの日常生活に関する活動を行う。 

成果目標 子どもたちの自立、郷土愛を醸成する。 

Ｈ２９年

度の成果

等 

○地域の人の見守りの中、小学生が公民館等に宿泊し、自宅を離れて集

団生活する通学合宿の機会を創出できた。子どもの自尊感情や協調性、

地域への感謝の気持ちの芽生えなど数量では計れない効果がある。地域

の子どもと大人が密接に交流する機会となり、実施した緑町区を見る

と、地域の大人と子どもの親睦の場となり、あいさつや相手を思いやる

気持ちの体験を通し、青少年健全育成、防犯・防災、子ども達の自立な

ど郷土愛の醸成に結びつく事業であ

る。                             ・

実施団体名：緑町通学合宿実行委員会 

・実施日：平成２９年９月３日（日）～９月８日（金）（５泊６日）             

・実施場所：緑町公民館                                 

・参加者数：１９名（１年生１人、２年生４人、３年生６人、５年生３

人、６年生５人） 

今後の方

向性等 

○小学生が公民館等に宿泊し、自宅を離れて集団生活する通学合宿の実

施を市内の自治会等に呼びかけ、呼応した自治会と協議し実施している

が、通学合宿に取り組む地域が少ない。 

○通学合宿を実施する市内の自治会等の募集に当たっては、実施のノウ

ハウを記載した文書を各自治体に配布するなど、分かりやすい説明を心

がけ、実施を啓発する。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実

施 

○ 

実施した地区では、地域の子どもと大人が密接に交流する機会、親睦の場となり、青

少年健全育成、防犯・防災意識の向上、子ども達の自立、郷土愛の醸成に結びつくも

のとなった。 
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平成２９年度 重点事業シート 

２０） 

事業名 アンビシャス広場推

進事業費（アンビシャ

ス広場推進事業） 

H29 決算 1,300,000 円 

目的等 放課後等における子どもの居場所を確保するとともに、地域住民との世

代間交流を行い、子どもの健全育成を図る。 

事業内容 ○地域や学校が連携して、地域の公民館や学校の余裕教室を活用して、放

課後や休日の子どもたちの居場所づくりを進める。 

成果目標 子どもたちの健全育成。 

Ｈ２９年

度の成果

等 

子ども達が放課後に、自由に安心して遊びや活動ができる場や機会を充

実させていくことにより、自主性・自立性や社会性、豊かな感性や創造

性、体力や運動能力を育むことなど、子ども達の健全な育成に向けて支

援を行った。また、アンビシャス広場連絡会を開催し、市内７ヶ所のア

ンビシャス広場のコーディネーターを集め、子ども達が豊かな体験活動

をする場となるよう、連絡会を実施し、情報交換・情報共有を行った。                                                                                                                                                                                                                   

・ 

開所日数及び延べ参加者数                                      

①つやざきアンビシャス広場    

開所日数：７２日 延べ参加者数：１,６００人                              

②みやじアンビシャス広場     

開所日数：７４日 延べ参加者数：１,５８６人                                

③福間南小校区アンビシャス広場  

開所日数：７５日 延べ参加者数：１,０２８人                                    

④勝浦アンビシャス広場      

開所日数：６０日 延べ参加者数：１,６９１人                               

⑤神興東アンビシャス広場     

開所日数：９９日 延べ参加者数：３,８１２人                                         

⑥ふくまアンビシャス広場     

開所日数：７９日 延べ参加者数：１,１６３人                                          

⑦神興アンビシャス広場      

開所日数：７４日 延べ参加者数：１,００４人                                        

今後の方

向性等 

○市内にある７ヶ所のアンビシャス広場において、参加する子ども達が

豊かな体験活動をする場となるような取り組みについて、各アンビシャ

ス広場の実施方法、体験活動の情報交換・情報の共有の場が少ない。 

○コーディネーターの連絡会やアンビシャス広場の推進員やボランティ
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アを対象とした実施研修会を充実させ、今後の活動の資質向上や情報交

換・情報共有に取り組む。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ◎ 

７広場とも、概ね当初の予定どおりの開所日数、延べ参加者数に達した。また、連絡

会を実施し、情報交換・情報共有を行い連携の強化ができた。 
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平成２９年度 重点事業シート 

２３） 

事業名 海洋性スポーツ施設管理運営

費（海洋性スポーツ事業） 

H29 決算 4,579,602 円 

目的等 市内小学生に、海に親しめる環境を整備するとともに、勝浦漁港の海洋

資源を活用した観光イベント等を開催し、地域の活性化につなげる。 

事業内容 ○宗像地区の青少年にヨットやカヤックなどの海洋性スポーツの体験

をはじめ、海を取り巻く環境問題、宗像地域の海と人との歴史的な関わ

りなどの学習機会を提供し、郷土愛の醸成、青少年の健全育成につなげ

ていく。宗像市との共同事業。 

成果目標 青少年の健全育成。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

○小学校体験モデル事業 

 宗像市・福津市内の小学校 10校 18クラスの参加：延べ人数 501 名 

 

○青少年団体体験モデル事業 

 宗像市・福津市内の青少年団体 5団体の参加：延べ人数 130 名 

 

○夏休み親子ヨット教室事業 

 7/31、8/21 の２回実施：延べ人数 40名 

 

○OPヨット大会事業 

 7/1、7/2 の 2日間：参加人数 50名 

 

○マリンフェスタ事業 

 6/25 に実施：参加人数 100 名 

 

○一般利用者受入事業 

 5日間実施：参加人数 10名 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校体験モデル事業の様子】↑ 

体験内容：ヨット、カヤック、 

ロープワーク 

← 【マリンフェスタ事業の様子】 

  体験内容：ヨット、カヤック、 

ロープワーク、 

    ビーチコーミング、サンド

アートなど 
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今 後 の 方

向性等 

○小学校体験モデル事業においては、参加した小学生にとってはかなり

好評であるが、全ての小学校の参加が見られるわけではなく、学校によ

り格差が生じている状況である。 

○また、授業の一環で行われており、ヨット体験ができる時間はないた

め、一過性の参加にとどまっている。 

○一般受入事業に関しては、周知が図られていないため、参加者数が少

ない。 

○事業を推進するため直営により、勝浦浜セーリング連盟と委託契約を

締結しているが、今後指定管理者による管理運営も検討しなければなら

ない。 

○各小学校に対し、事業の内容説明と参加を呼びかける。 

○勝浦浜海洋スポーツセンターの周知活動。 

○管理運営に関する指定管理者制度導入の検討。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ◎ 

小学校体験モデル事業、青少年団体体験モデル事業、夏休み親子ヨット教室事業、マ

リンフェスタ事業ともに、概ね予定どおりの参加者数を得た。 
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平成２９年度 重点事業シート 

２４） 

事業名 地方創生事業費（地方創生推

進事業） 

H29 決算 16,482,999 円 

目的等 世界遺産登録を契機に、地域の活力と賑わいのあるまちづくりを目指

す。 

事業内容 ○情報誌等を活用した観光ＰＲや展望所での観光案内を実施し、登録直

後に急増する来訪者対応のための安全対策や交通対策も併せて実施す

る。また、登録記念式典など、登録イベントを世界遺産推進会議を中心

に実施する。 

成果目標 世界文化遺産に登録後に急増する来訪者の便益性を高める。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

○世界遺産登録を受け、来訪者が増加するなかで、来訪者の便益性の充

実を図るため、駐車場警備員や、観光ボランティアの配置、及び交通対

策としてシャトルバスの運行を実施した。また、ガイダンス施設である

カメリアステージ内のＣＧビデオについてインバウンド対策として多

言語化を実施した。 

○周知活動においては、登録記念式典や主要都市においてシンポジウム

などを開催し、資産価値の発信や福津市のＰＲにつながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界遺産シャトルバス 運行日数５９日 

展望所観光ボランティアガイド 

日数 200 日 
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今 後 の 方

向性等 

○公共交通によるアクセスの充実については、イコモスへの公約事項の

ひとつである。現在は、市がシャトルバスを運行しているが、将来的に

は民間力を活用することが適当であると考えるが、民間バスの協力が得

られない状況においては、その他交通手段の充実化を図る必要がある。

また、資産価値が充分に理解されるためのガイダンス機能を充実させる

ことが必要である。 

○交通アクセスの充実化のために、タクシーやレンタカー業者などとの

連携を強化し、また、シャトルバスのルートを見直すなど来訪者が利用

しやすい交通アクセスを検討する。ガイダンス機能の充実化について

は、ＡＲやアプリ、サインなどの整備活用を進める。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ○ 

展望所に観光ボランティアを配置し、来訪者に直接ガイドすることにより、資産価値

を効果的に伝えることが出来た。 

 

 

  

新原・奴山古墳群ビデオ三カ国トップ画面 

カメリアステージ歴史資料館 

世界遺産登録記念式典 ９月２日宗像ユリックス 
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平成２９年度 重点事業シート 

２４） 

事業名 世界遺産登録活動事業費（世

界遺産登録周知活動事業） 

H29 決算 682,560円 

目的等 世界遺産登録に不可欠である地域住民の理解と協力を得る。 

事業内容 ○新原・奴山古墳群を中心に「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群の

資産価値などについて市民をはじめ、多くの人々に広く周知する事業を

実施する。 

成果目標 多くの人々に世界文化遺産の登録について理解を求める。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

世界遺産登録推進のために設置していた看板を改修し、福津市が世界遺

産のある町となったことのＰＲと、リーフレット作成により来訪者等に

資産価値を分かりやすく伝える役割を果たした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 後 の 方

向性等 

○国内外に資産価値の発信を進めていくこと、及び、多くの市民が世界

遺産のある町に住んでいることに誇りを持ち、未来へつなげる活動が必

要である。 

○国内外への発信は、福岡県や宗像市と連携し、保存活用協議会におい

てＰＲを進める。市民に対しては、継続して広報等で周知するとともに、

未来へつなぐ担い手である子供たちへの世界遺産学習を進めていく。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ○ 

 

 

 

 

  

勝浦浜ゲートサイン 
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平成２９年度 重点事業シート 

２４） 

事業名 世界遺産登録活動事業費（世

界遺産登録活動事業） 

H29 決算 25,474,789 円 

目的等 世界遺産暫定リストに登載されている「『神宿る島』宗像・沖ノ島と関連

遺産群」をユネスコ世界文化遺産に登録する。 

事業内容 ○新原・奴山古墳群を構成資産とする「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連

遺産群を世界文化遺産の登録を受けるための活動を行い、登録を受けた

後は、記念イベントや公開活用活動について福岡県及び宗像市と共同し

て実施する。また、来訪者対策として、サイン整備や警備員の配置など

を実施するとともに「古墳馬車」の運行を開始し、来訪者が満足できる

環境づくりを進める。 

成果目標 世界文化遺産の登録を受け、来訪者が満足する環境づくりを進める。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

○第 41 回世界遺産委員会において、「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺

産群の全ての遺産が世界文化遺産への登録が決定し、新原・奴山古墳群

への来訪者が増加した。また、遊歩道の整備や解説板等の設置により、

来訪者の安全性、利便性が図られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界遺産委員会 遊歩道整備 

世界遺産登録銘板・解説板 
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今 後 の 方

向性等 

○世界遺産登録活動から保存活用活動へ移行するため、その体制を確立

していくとともに、来訪者が更に安全で満足して回遊できる環境づくり

を進める必要がある。また、普遍的な価値を立証していくための調査、

研究も求められている。 

○保存活用活動を実施するために、福岡県、福津市、宗像市、及び宗像

大社を含めた四者で「世界遺産保存活用協議会」を設置し、専門家の意

見を参考としながら調査研究を進める。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ○ 

多くの人々の理解と支援により、世界文化遺産の登録を受けることが出来た。 
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平成２９年度 重点事業シート 

２４） 

事業名 古墳公園建設事業費（古墳公

園史跡等購入事業） 

H29 決算 2,895,805 円 

目的等 津屋崎古墳群を次世代に確実に継承する。 

事業内容 ○国指定史跡「津屋崎古墳群」を保存・管理するために、国県の補助を

受けて公有化を行う。 

成果目標 公有化率を高める。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

○平成 29 年度に公有化予定としていた事業所等について、事前交渉が

難航し事業完了が見込めないことから、公有化予定物件を変更し平成 30

年度へ繰越事業とした。 
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今 後 の 方

向性等 

○新原・奴山古墳群の史跡地内にあるカントリーエレベーター、及び産

業廃棄物処理施設は、大規模で特質性のある物件であり、補償調査や交

渉に時間を要するが、早期公有化を求められている。 

○専門的知識を習得するとともに、必要に応じて専門家の指導を受けな

がら公有化を進める。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 △ 

平成 29 年度中の公有化が進まなかった。 
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平成２９年度 重点事業シート 

２４） 

事業名 古墳公園建設事業費（津屋崎

古墳群保存整備事業） 

H29 決算 77,670,917 円 

目的等 訪れる人々がその歴史的価値や重要性を再認識し、自然や歴史・文化を

満喫できるようにする。 

事業内容 ○国指定史跡津屋崎古墳群について国県補助を受けながら保存整備事

業を進める。 

○本年度は、世界遺産登録に向け来訪者対策が必要な新原・奴山古墳群

について、展望所の整備を行うとともに、新原・奴山 15 号墳の保存修理

工事に必要な事前発掘調査及び史跡地内にある構造物の撤去を行う。 

・展望所整備工事 便所、詰所、四阿等設置、展望スペース（約 200 平

米）整備 

・構造物撤去工事 火葬場跡コンクリート構造物撤去 

成果目標 展望所の整備を進め、来訪者の利便性を高める。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

○来訪者が円滑な回遊が出来るよう、展望所にトイレや詰所、四阿、展

望スペースなどを整備し、併せて資産内に資産サインを設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トイレ棟 ガイド詰所棟・四阿 

展望スペース、解説板 15 号墳調査（現地説明会） 
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今 後 の 方

向性等 

○展望所については、更なる利便性、及び安全性を図るため、駐車場の

整備を行う必要がある。また、資産価値を立証するための調査研究が不

足している、及び築造当時の古墳の復元整備を計画すべきとの指摘があ

ることから、その調査研究、整備計画を策定し、実施していく必要があ

る。 

○駐車場整備については、新たな財源を確保したうえ早期着手を検討す

る。調査研究、及び整備計画については、専門家の意見を参考とし、文

化庁や県と連携し、計画策定を進めていく。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ○ 

展望所の便益施設の整備が進み、来訪者対策の充実化が図られた。 
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平成２９年度 重点事業シート 

２４） 

事業名 図書館事業費（子ども司書養

成事業） 

H29 決算 89,778 円 

目的等 読書活動を推進するリーダー（子ども司書）を養成する。 

事業内容 ○市内在住の小学４年生から６年生までの児童を対象に、読書や図書

館に関する理解を深めるための講義や実習など５講座を開催し、家庭

や学校、地域などで読書活動推進の一翼を担う「ふくつ子ども司書」

に認定する。また、これまでに誕生した「ふくつ子ども司書」に対す

るフォローアップ研修も併せて実施し、子ども司書活動の充実を図

る。 

成果目標 子どもたちに読書や図書館に対する理解を深める。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

○今年度は１９名の子ども司書を認定する。（これまでの累計１６１

名） 

子ども司書養成講座（８日間開催）参加者１９名に認定証交付                          

子ども司書フォローアップ講座（３日間開催）延べ２０名参加                                                 

子ども司書活動日（夏冬休み開催）延べ３３名参加                                 

子ども司書のおはなし会（子ども司書３名参加） 

今 後 の 方

向性等 

○子ども司書が市立図書館以外でも活動できる場づくりや環境整備

等、子ども司書活用のための学校との更なる連携の必要性がある。 

○年度当初に各小学校に子ども司書の名簿を配布して、学校でも子ど

も司書を積極的に活用できるよう周知する。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ◎ 

予定通りに事業を進めることができ、19名の子ども司書を認定することができた。 
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平成２９年度 重点事業シート 

２４） 

事業名 複合文化センター管理運営費

（複合文化センター管理運営

事業） 

H29 決算 112,152,823 円 

目的等 津屋崎庁舎の再生整備施設として新たに複合文化センターとして、市民

の生活の拠点及び賑わいを生む施設として管理運営を実施する。 

事業内容 ○複合文化センターは、市民が自ら学び成長していく事を応援し、地域

の活性化につながるなど市民の役に立ち市民が楽しめる施設運営を行

う。 

○オープニングイベントでは記念式典・講演の開催、文化事業として各

種コンサート、映画上映会、市民参加型のワークショップなどを実施。

読書推進事業として講演会やお話会、歴史資料館では展示企画などを実

施する。 

成果目標 市民の憩いや学習の場として、市民から親しまれる施設運営を行う 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

○新しい複合文化施設として再生整備を進めてきた津屋崎庁舎は、市民

の情報収集の場、新しい出会いや発見の場をコンセプトとした新しい

「カメリアステージ」として７月８日にオープンした。 

 1 階は、主に歴史資料館エリアとなっており、展示室では、市内で出

土した貴重な文化財や歴史資料を公開するほか、市の通史も紹介してい

る。またカフェコーナーや「福津の極み」商品などの特産品紹介コーナ

ーも設置している。 

 2 階は、図書館エリアとなっており、図書の貸し出しや情報の提供だ

けでなく、親子読書室や学習室、多目的室など、さまざまなブースを備

え、読書や学習に訪れた人が楽しく過ごすことができる「滞在型図書館」

となっている。 

 3 階は、起業支援と企業誘致の場となる企業センターとし、貸事務所

や株式会社 TMJのオフィスとして運用が図られている。 
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今 後 の 方

向性等 

○整備事業は平成 29年 4月末に完了した。 

○現在は、地域の拠点として指定管理者による運営を図っており、毎月

10、000人程度の入館者が訪れている。 

○運用開始から 9ヶ月が経過し、文化会館（カメリアホール）の施設を

利用した自主事業に集客が見られていない。 

○また、開館時間について 11 時から 21時となっているが、朝の開館時

間が遅いとの苦情が多く寄せられている。 

○管理費に見合う集客を図るため、市民が興味を引く自主事業の開催が

望まれる。指定管理者との情報共有、協議を図りよりよい運営を目指す。 

○指定管理者との協議を進め、開館時間の変更をすべきかどうかの検討

を図る。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ◎ 

旧津屋崎庁舎の再生整備事業を終え、7月 8 日に新たに「カメリアステージ」として

オープンした。以後、毎月 10,000人程度の入館者が訪れている。 
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平成２９年度 重点事業シート 

【国際交流】 

事業名 国際交流事業費（海外表敬訪

問団歓迎事業） 

H29 決算 367,527円 

目的等 国際文化交流や相互理解を深める一助となることを目的としている。 

事業内容 ○韓国慶州市と福津市の民間国際交流団体である『日韓慶福交流会』は、

平成１０年から毎年、春に福津市から慶州市へ、秋に慶州市から福津市

を訪問する相互交流を実施している。市としても、慶州訪問団の福津市

訪問の際には温かく迎え、活動を支援する。 

成果目標 市民の国際相互理解を深める。 

Ｈ ２ ９ 年

度 の 成 果

等 

○日韓慶福交流会慶州訪問団が 11月 10日～12日に訪日。福津市内及び

周辺で計画された行程の移動手段となるバスを借り上げ、バス車内での

お茶・菓子、親睦会でのふるまいとして使用する福津市産野菜などを提

供した。福津市及び慶州市の会員同士の交流により、相互理解がより深

まり、新原・奴山古墳群の見学などで市のＰＲにも繋がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 後 の 方

向性等 

○以前と比較して、慶州訪問団の人数が減少（H27：21 名→H29：13 名）

しているため、より多くの慶州会員の福津市訪問が望まれる。 

○慶福双方の会員数や交流機会での参加者数増加を促し、交流の活性

化、広がりを期待する。 

評 価「◎」達成 「○」概ね達成 「△」未達成 「×」未実施 ◎ 

民間の国際交流事業であるが、バス借り上げや福津市産の食材提供などにより側面支

援を行った。また、今年度は見学コースに新原・奴山古墳群も加え、市のＰＲにも繋

がった。 
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４ 点検・評価に対する学識経験者からの意見 
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福岡教育大学大学院教育学研究科教職実践専攻 教授 森 保之 氏からの意見 

 

 上記の「点検及び評価」の報告書が、「１．教育委員会の活動状況」及び「２．事務事業

の取組状況と点検及び評価」の２部構成になっているので、それぞれに分けて、意見を述べ

ることにする。 

  

１．教育委員会の活動状況について  

○教育委員会の会議の日数、協議・報告内容等の状況を見る限り、大変熱心に行われている。 

また、明記されていないが、学校訪問や各種行事への出席も数多くなされ、教育現場の実 

態把握や情報収集に努められている。このことは高く評価できる。今後も、地域や教育現 

場の実情に応じた施策が進められるように教育現場の実態把握とともに教育現場や関係者 

との意見交流に努めて頂きたい。  

○開かれた教育委員会活動の一環の情報の発信については、ウェブサイド上で、教育委員会 

の傍聴制度、開催日時、場所、会議録等、教育委員会の情報の掲載に努めたり、「福津市教

育プラン」のドリームプランとして概要版を掲載したりなど、広く市民に活動状況を分かり

やすく理解して頂くような努力が見られる。本年度の傍聴者の状況も知りたいところであ

るが、市民の教育に対する関心は大変高く、よい傾向である。今後も継続して情報の発信等

に努めて頂きたい。 

２．教育施策の推進状況について 

 福津市教育委員会は、平成２２年度に「福津市教育総合計画」を策定し、めざす子どもの

姿を「夢や希望を持ち、健やかに育つ子ども」とし、３つの基本的な方向「１．学校運営に

地域が参画するしくみをひろげ活かす ２．学び合い、活動し合う場をつくり、活かす ３．

子どもの学びを支える質の高い教育環境を整える」と、その具体的な取組として１３の施策

を定めている。また、毎年、重点的に取り組む教育の方向を示した「福津市教育ドリームプ

ラン」を策定し、推進している。そして各主要施策ごとに教育施策の推進状況に関する点検

及び評価を行っている。 

 まず、はじめに全般的な評価として、各教育施策について、「事業の目的、事業内容、成

果目標」「１年間の施策の主な取組状況（成果）」「今後の取組の方向性」「評価」に分けて述

べられていることについて、高く評価したい。これまで教育行政でよく見られたのが、各具

体的施策そのものが目標化されていることが多く、そのために毎年同じ施策の繰り返しが

展開されているということである。しかし、福津市の各教育施策は、「各施策の目的・ねら

い」に基づいて、具体的な取組を計画し、実行し、点検・評価して、次年度の活動目標(方

向性）につなげている。具体的には、４月から計画にそって進められ、途中、学校訪問等で

チェックをしながら、２月の「コミュニティ・スクール報告会」で終わる、といった「ＰＤ

ＣＡのマネジメントサイクル化」ができているということである。最終報告会の出席者につ

いても、教育委員会事務局、市長部局だけでなく、各学校の学校運営協議会委員も参加して
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おり、学校・家庭・地域の連携・共働による福津市の教育の推進の姿が見られる。大変よい

姿である。今後はさらに多くの市民に広げていく工夫が必要になるであろう。 

 

 次に、柱ごとに具体的な主要施策のいくつかについて、意見を述べることにする。 

柱１；コミュニティ・スクールの充実・深化 

〇ＣＳ全校導入７年目を迎え、学校・家庭・地域が連携・共働し、社会（福津市）総がか

りで教育が進められるよう様々な取組が行われている。コミュニティ・スクール研究発表

会では、毎年順番に行われているものであり、本年度は津屋崎中学校区が担当した。前年

度の課題（ＣＳの特色づくり）を受けて、地域連携カリキュラムを特色とした内容の発表

会であり、大変参考となる内容が公開された。また、「ふるさと福津」副読本の作成は、

福津市の特色あるカリキュラムづくりの核となるものであり、さらに地域連携共働カリキ

ュラムの充実に寄与できると考える。夏に行われているコミュニティ・スクールフォーラ

ムについては、学校運営協議会の活性化に向けて学校運営協議会委員の資質向上と学校運

営協議会の運営改善を目的として開催されているもので４年が過ぎており、当初の目的は

ほぼ達成できているのではないかと考える。今後は学校運営協議会委員のような代表者だ

けでなく、より多くの市民に広がるような取組になるよう改善をお願いしたい。      

柱２；学校運営体制の支援と学力向上の推進                      

〇確かな学力をはぐくむために、平成２５年に策定した「福津市学力向上スタンダード」

を機能させるために、教頭研修会の場を「福津市学力向上推進会議」の場として位置づ

け、福津市学力向上スタンダードの定着状況の共有及び改善案の検討が行われた。結果、

中学校区単位での学力向上スタンダードになり、かなりの定着が進んでいること、そし

て、全国学力・学習状況調査結果も全国平均以上（小中学校の国語科ＡＢ、算数・数学科

ＡＢ）の結果になったことは高く評価できる。 

〇市内全ての学校で、ＱＵテストを実施し、その活用のために校内ＱＵ研修会・ＱＵ活用担 

当者研修会が開催された。そして、学級担任及び教科担任等が学級集団状況や児童生徒の 

課題を客観的に分析し、学級集団の改善策や個別の支援差を検討し、実践検証を進めること

ができている。結果、要支援群の人数が減少したクラスがほとんどで、成果が見られる。こ

れは、市内全体での取組にしたことによる成果であり、高く評価できる。 

〇定期学校・園訪問については、めざす子どもの姿の実現に向けて、教育内容や学校組織等 

の質的向上を図るために、訪問の内容を、「学力向上の取組」「いじめ・不登校の未然防止の

取組｣「地域資源の活用による特色ある教育課程」の３つの焦点化した訪問を行っている。

このことは、市の重点施策を意識するとともに、学校と教育委員会との連携充実にも寄与で

きると思われる。とても効果のある学校訪問であると考える。 

柱３；教育環境の整備 

○現在、学校現場では個別の支援を要する子どもの増加への対応は、喫緊の課題である。そ 

ういう意味からも指導員・支援員等の配置は不可欠である。そして、教育指導員、適応指導
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教室指導員、特別支援教育支援員、ＳＣ、ＳＳＷ等の専門スタッフと校内の教員スタッフと

がパートナー関係を築きながら、チーム学校として機能するようにマネジメントすること

が求められる。校内スタッフと専門スタッフが一枚岩になって子どもたちへの指導・援助を

進められることを期待したい。 

柱４；生涯学習の充実、地域・家庭の教育力向上 

○「郷育カレッジ」については、福津市の特色ある事業の一つであり、取組の充実が見られ 

る。ただ、コミュニティ・スクールの取組と連携をさせながら充実させている地域とそう 

でない地域に差が出てきているようである。今後は地域コーディネーターを中心にして学 

校運営協議会と連携を図りながら進められるように工夫していく必要がある。 

柱５；子どもの体験活動の充実 

○コミュニティ・スクールの地域の取組の一つとして「通学合宿」｢アンビシャス広場｣｢子 

ども会の活動」等の充実が見られる。アンビシャス広場については市内７カ所で進められ 

多くの子どもたちが集まり、子どもの豊かな体験活動ができている。コーディネーター連 

絡会を実施し、情報交換や情報共有をしながら進められている。｢通学合宿」については、

まだ特定地域の取組になっているようなので啓発をしながら広げていくことが大切である。 

柱６；スポーツ文化芸術活動の充実 

○スポーツ関係で、海洋性スポーツ事業については、福津の地域性を活かした事業として 

素晴らしいと考える。概ね予定どおりの参加者数を得ているが、まだ学校によって格差が 

生じているようなのでさらなる啓発活動が必要である。また、学校の新体力テストの支援 

活動については学校からの求めでもあり、今後も積極的に進めて頂きたい。 
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福岡教育大学教授 伊藤 克治 氏からの意見 

 

１ 福津市教育委員会の事務に関する点検・評価について 

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定に基づき、福津市教育委員会では平

成２９年度の教育委員会の事務について、主に「福津市ドリームプラン」に関して点検及び

評価を行っている。取組状況については、２５の重点事業シートにまとめられており、各シ

ートでは、目的、目標、成果、今後の方向性を簡潔にまとめ、「◎（達成）」、「○（概ね達成）」、

「△（未達成）」、「×（未実施）」の４段階で自己評価されている。このように、評価しやす

い形で整理されていると共に、公表される市民に向けても分かりやすい内容になっており、

市民目線で取り組む姿勢は高く評価できる。 

 次回の点検・評価のことになるが、平成３０年度に継続した事業については、平成２９年

度の本点検評価を踏まえてどのように改善されたか、あるいは深化したかについて検証し、

実効性のあるＰＤＣＡサイクルを継続することが望まれる。 

 

２ 「教育委員会の活動状況」について 

 法改正に伴い、平成２７年度から設置された「総合教育会議」は、平成２９年度は３回開

催されるとともに、教育委員会会議は例会１２回に加えて臨時会２回が開かれ、合計４０件

の議案が審議されている。その議事録については、教育委員会のホームページで公表してお

り、適切かつ透明性の高い活動がされているものと評価できる。 

 

３ 「事務事業の取組状況と点検及び評価」について 

 福津市では、毎年、「福津市教育ドリームプラン」を定め、その中でコミュニティ・スク

ール（ＣＳ）を中心に据えた特色ある教育行政を総合的に進めている。福津市のＣＳは、平

成２９年度は全校導入から７年目の充実期に入っており、ＣＳの特長を活かした様々な取

組が充実していることは高く評価できる。文部科学省 HPでも、全国の様々な実践事例と成

果が公開されているが、ＣＳの成果としては、子ども達の学力をはじめとする認知スキルや

非認知スキルの向上だけでなく、家庭や地域の教育力の向上や地域の活性化も挙げられて

いる。引き続き、様々な「人・もの・こと」のつながりの中で、ＣＳを積極的に進めること

が期待される。その一方で、近年は「教員の働き方改革」も指摘されているので、学校・家

庭・地域の関係者で熟議の上、目標共有と役割分担を明確にし、学校の負担過重にならない

ようにすることに留意する必要がある。また、ＣＳを進めるにあたっては、学校教育現場で

は教員研修を充実させるとともに、学校とスムーズな連携ができるように、社会教育と家庭

教育の支援も必要になるが、様々な支援も計画的・継続的に行われていることも評価できる。

以下に、個別の重点シートの記載内容から、気が付いた点を述べる。 

○「学校運営協議会事業」では、目的等と成果目標が重なっているように感じました。例え

ば、目的等には「コミュニティ・スクールの円滑な推進のために学校運営協議会の運営を
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支援する」としておき、成果目標には、「フォーラムやフェスタの開催」、「地域学校協働本

部の整備」、「地域学校協働本部推進員（コーディネーター）の配置」など、具体的にどの

ような取り組みを行うのか、また、可能なものはその数値まで記載すると、取り組みの効

果についての検証が容易になる。さらに成果目標に関連して、例えば、「教育相談事業」で

は、専門スタッフの配置数や不登校の解消率などの数値目標で示す方法もあるかと考える。

「カレッジ講座運営事業」では、「参加者の受講満足度を高める」ことが成果目標になって

いるが、すでに満足度が高いと判断されるので、例えば、「受講満足度４．５以上を維持す

る」という数値目標の示し方も考えられる。一方で、支援等に関わる事業は事前に数値が

予測できないなど、数値目標が馴染まないものもある。事業の性質に応じて、無理がなく、

かつ、検証しやすいような目的等と成果目標の設定が必要である。 

○「小学校施設大規模改造事業」に記載されているように、現在、福間小、福間南小、津屋

崎小の児童数が急増しているため、計画的な改修と共に、校舎増築・新築も含めた総合的

な対応が喫緊の課題であると考えられる。「福津市ドリームプラン」だけでは対応できな

いので、関連部署との一層の連携の下で、対応をお願いしたい。 

○上記に関連して、児童生徒数の増加は、安定した給食提供にも影響するものと考えられる

ので、児童生徒数の増加を踏まえた整備も合わせて重要であると考える。 

○少人数教育支援員の配置は重要な事業と言えるが、現在、福岡県では教員大量採用の状況

にあり、講師の確保は確かに厳しいと思われる。可能な範囲で配置を行いつつ、ＣＳの仕

組みを利用した補充学習など、現状でできる対応を考えることも必要だと思われる。 

○SC、SSWをはじめとする様々な専門スタッフの連携により、不登校解消率が高くなってい

るのは特筆すべきことである。児童生徒数が増えれば、教育相談件数やいじめ、不登校の

数は増えると予想されるので、引き続き、相談・対応体制を確保することが望まれる。 

○通学合宿、アンビシャス広場、小学校体験モデル事業など、様々な体験活動に支援されて

いることは評価できる。今後の方向性等に挙げられているが、せっかく良い取り組みがさ

れているので、その価値をしっかりと広報することが必要だと思われる。 

 

４ 評価についての総括等 

 全般的に、丁寧な自己評価がされていると判断される。２５もある重点事業シートの評価

は大変な作業であるが、これにより、真に必要な事業に必要な予算をかけることが可能とな

るだけでなく、市民の理解と支援も得られる。この姿勢を継続することが望まれる。 

 福津市の特色・強みであるＣＳのさらなる深化により、変化の激しい２１世紀社会をたく

ましく生き抜く子ども達が育つと共に、福津市がさらに活性化することを期待している。 

 

 

 

 



56 

 

福岡教育大学家政教育講座 准教授 奥谷 めぐみ 氏 からの意見 

 

本意見書は、福津市教育委員会が作成された、平成２９年度事業の「事務に関する点検・

評価報告書」の重点シートに基づきそれぞれの事業について、意見を申し述べるものである。 

 

【事業１)～４) コミュニティ・スクールの充実・深化】 

 コミュニティ・スクールの推進及び活用について、フォーラムにも多くの教育現場の先生

方が参加され、積極的に学校内外に向けて情報を発信している点が高く評価できる。内容も

世界遺産を中心に、自分が住む地域の特色について学ぶ題材が設定されていることがうか

がえた。 

 児童・生徒が地域の人とともに生きる一主体として、地域や地域での生活に愛着を持てる

ような指導を期待する。自分たちの住む地域の自然的・社会的環境のあるべき姿を大人と共

に考え発信したり、世界遺産や豊かな自然環境を守るための日々の生活の営み方を実践的

に学んだりすることができるよう、今後も支援願いたい。 

 また、これらのコミュニティ・スクールでの学習活動にＥＳＤの視点を取り入れることを

提案する。教科横断的な学びは児童・生徒にとって、多角的に持続可能な地域の生活につい

て考える場になると考える。 

 

【事業１１）施設・設備の維持管理】  

 学習環境の整備、施設設備の老朽化改善などが積極的に行われている。今後、これらの施

設改修において、バリアフリー及びユニバーサルデザインの視点を取り入れていただきた

い。心身の障がい、セクシュアルマイノリティ、乳幼児、高齢者など、広く地域の人との交

流をする場にもなる学校を、様々な人が使いやすい環境にすることはコミュニティ・スクー

ルとしての効果を高める可能性がある。さらに、児童・生徒にとって身近な校舎が、誰にと

っても過ごしやすい環境とは何かを批判的に考えさせるための良い教材になると考える。 

 また、今年度は災害級の猛暑であり、様々な自治体で教室のエアコン設置が求められ、検

討されていた。児童・生徒の健康上の安全を守るうえで、必要な施設・設備であると考える。

一方でエアコンのみに頼るのではなく、涼しく・暖かく過ごすための工夫を実践できるよう

児童・生徒と共に学ぶことも、持続可能な環境を作り上げていくためには必要である。 

  

【事業１５）郷育カレッジと学校との連携】 

 福津市の「郷育カレッジ」では、ジェンダーや地域の文化・遺産、自然環境の保護、食育、

健康、等、多岐にわたるテーマの講座が展開されており、社会教育としての非常に意義深い

ものである。また、学校教育との連携も、実際に児童や生徒が運営側として参加し、社会参

加の場にもなっている点が、児童・生徒の学習意欲の向上にもつながっていると考えられる。 

 さらに、この事業を豊かにする視点として、２つの視点を加えていただきたい。 
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 まずは、地元の産業についての理解を促す学習プログラムの追加である。既存のプログラ

ムにある「藍の家」での藍染め体験のように、地元にある産業や、近隣の商店街、あるいは

市場（漁業、農業）等、地域の経済についての視点を加えることが望ましい。それぞれの産

業がどのような工夫をして、福津の経済を支えているのか、支えてきたのかを知ることは、

ＡＩなどの情報技術の発展の中で働き方を問われている、次の世代へ持続可能な働き方の

提案につながると考える。 

 次の視点として、消費者教育の充実である。消費者問題の手口についての講座を相談員の

方が実施されている。しかし、平成２４年に施行された「消費者教育の推進に係る法律」で

は自らの消費行動が将来の世代、内外の社会経済情勢及び地球環境に与える影響を自覚し、

公正かつ持続可能な社会の形成に積極的に参画する消費者市民の育成が求められている。

例えば、地域の消費生活センター、生活協同組合や、商工会、農業・漁業関係者などと共に、

福津の経済と自然環境を元気づける消費とは何かを考えるワークショップ型の講座等の設

置が効果的であると考える。日々の買い物という身近な行動が産業や自然環境に影響を与

えているいう視点と、郷土愛をはぐくむ視点との親和性は高いと考える。さらに、この講座

にも地元の小学校・中学校から、児童・生徒に参加してほしい。新学習指導要領では、家庭

科において、消費生活に関する学習内容が追加されている。机上での学びではなく、実践的

にすべき行動を子どもと大人の目線から検討する機会を作ってほしい。 

 これらの視点は、２０３０アジェンダの中で中核をなす、持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)

と関連している。（今回関連するターゲットは以下のとおり、ゴール８雇用、ゴール１１安

全な都市、ゴール１２持続可能な生産、ゴール１５生態系・森林）今後の講座において、Ｓ

ＤＧｓとの関連性を提示することで、広く一般市民に向けてＳＤＧｓの存在を周知し、持続

可能な社会とは何か、そのために自分は、地域は何ができるかを問いかける契機となること

が期待できる。 

 

【事業２０）アンビシャス広場の支援】 

 アンビシャス広場における学習活動の実施方法、体験活動の情報交換・情報共有の場が少

ないという課題が提案されていたが、事業１５）の郷育カレッジと関連付けてはどうか。具

体的には市民と利用者と、管理者が集い、具体的な体験活動を提案するプログラムである。

体験活動を意義深いものにするためには、市内の活用できる施設や人材、自然環境、遊びか

ら子どもたちが何を学ぶことができるか等について知らなくてはならない。それらの知見

を活かして、アンビシャス広場の豊かな体験を提案するコーディネーターの育成につなが

れば効率的な人材育成が可能であると考える。 

 

【事業２４）文化芸術活動の充実】 

 世界遺産登録を通して、様々な事業が展開されている一方で、地域の観光資源としての今

後の活用を継続的に検討していく必要性があると考えた。 
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 特に、訪問・観光のしやすさという観点から、交通手段や宿泊施設、トイレなどの配慮を

要する場面は多いと考える。例えば、乳幼児を連れた観光者への授乳施設やおむつ替えの空

間、車いすや身体の補助器具を用いた人のためのトイレ、耳や目の不自由な方への案内、宗

教上、礼拝などに必要な空間の確保などが挙げられる。子どもの総数よりもペットの総数が

多い現代において、ペット同伴の観光客をどのように招くかも検討すべき材料になってく

ると考える。 

また、これらの施設を公的に充実させることは災害が発生した際のライフラインにもな

る。今後の観光地としての活用をより有意義にするという観点からも検討願いたい。 

 


